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河川・水文研究室
① 治水は社会基盤デザインの屋台骨

私達は生活の中で河川の存在を意識することはあまりありません。しかし徳
島市をはじめ、東京や大阪など都市の多くは河川に囲まれ、その安全と発展は
治水にかかっています．

洋の東西を問わず、歴史上のリーダーはいずれも国造りの根幹にとして治水
施策(河川整備)を推進してきました。治水は社会基盤デザインの屋台骨です。

21世紀に入り，地球温暖化による水災害の激甚化・頻発化によって水害被
害は拡大しており、その対応策として『流域治水』や『Eco－DRR』という
新しい考え方が導入されています。

河川・水文研究室の卒業研究テーマは、このような時代の流れの最先端をゆ
くものです。研究室ゼミでの学習も合わせて、これから行政(国土交通省や県
庁など)や建設コンサルタント方面などで活躍できる基礎知識や技術を習得で
きます。



河川・水文研究室
② 私たちの豊かな生活は治水の上に成り立っている

川の中に住んている私達(徳島・吉野川水系)

吉野川水系洪水ハザードマップ（国土交通省）

空から街を見ると、私たちは川の中で
生活していることが分かります。それは
徳島だけでなく、大阪も東京も同じです。
豊かな生活も十分な治水がなされていな
いと成り立たちません。

そして地球温暖化の進行にともなって、
私たちの安全が脅かされつつある現実が
あります。



武田信玄
信玄堤と聖牛

徳川家康
利根川の東遷

加藤清正
菊池川の石はね

平田靱負
木曽三川分流

「善く国を治める者は，まず水を治める」桓公（中国・春秋時代）

Hydraulic&Hydroloy Lab.
since 1970

河川・水文研究室
③ 時の為政者は治水に大きな力を注いできた



Hydraulic&Hydroloy Lab.
since 1970

河川・水文研究室
④ 地球温暖化の進行、増加する水害被害

出典：「流域治水」の基本的な考え方、国土交通省 水管理・国土保全局

（千曲川の氾濫2019年，共同通信社）

ダムや堤防の整備だ
けで洪水被害を抑え
ることができない！

環境問題や人口
減少、地域産業
の劣化等の諸問
題との関係



Hydraulic&Hydroloy Lab.
since 1970

河川・水文研究室
⑤ 流域治水やEco-DRRという新しい考え方

緑のダム(森林の洪水低減機能)

田んぼダム(水田の洪水低減機能)

流域

流域治水：ダムや堤防だけでなく、流域の様々な箇所、住民を
含む全ての関係者、ハード対策やソフト対策等のフル活用で洪水
害の規模や被害を抑えようという考え。

Eco-DRR：生態系を活用した防災・減災。生態系の持続的な
管理と保全、再生による災害に強い地域づくりを目指す考え。持
続的な社会。

避難支援マップ(ソフト対策)

耐水害住宅（出典：一条工務店HP）

粘り強い堤防(ハード対策)



Hydraulic&Hydroloy Lab.
since 1970

河川・水文研究室

今が旬！
“推し”の研究テーマ

河川グループ（武藤）
グリーンインフラ（田んぼダム）による洪水減災の経済的優位評価
聖牛を使った砂州や局所洗堀の制御

水文グループ（田村）
「森林の洪水低減機能」を早期向上させる森づくり
安全で迅速な避難を実現する「避難支援マップ」の作成
SDGｓに適う「グリーンカーテン」の活用と評価

⑥ 研究テーマの紹介



河川グループ（武藤）の代表的研究テーマ

研究テーマ紹介① グレーインフラに対するグリーンインフラの優位性評価

グリーンインフラ(田んぼダム)による洪水減災の経済的優位性評価

現況 30％宅地化

水田の遊水機能評価(大津田川流域・阿南市）

桑野川

日亜化学工業
(本社)

低平地に広がる水田が持つ遊水機能
（いわゆる“田んぼダム”機能）を内
水・外水氾濫解析ソフトで数量評価し、
ポンプ場や水路拡張等の従来手法と比較
した場合の経済的優位性を研究するもの
です。

解析に使用するアプリケーションは徳
島県下の建設コンサルタントであるニタ
コンサルタントが発売しているものです
が、基本プログラムは河川・水文研究室
で開発したものです。

人口減少や税収減少等のため、堤防や
ポンプ場といった施設（グレーインフ
ラ）の維持管理の低下が危惧されていま
す。水田のようなグリーンインフラの活
用を推進する研究を行うことで、防災・
減災だけでなく、環境保全、ひいては地
域創生に役立てます。



徳島新聞「水害対策を住民の手で 治水の手法「田んぼダム」とは 2022年9月1日(木)

「徳島新聞」で「田んぼダム」の解説をしました

気候変動で頻繁に豪雨が降るようになり、ダムや堤防だけでは水害を防ぐのが難しくなりつつあ
る。そこで、雨水を水田にためて浸水被害を防ぐ「田んぼダム」と呼ばれる取り組みが県内でも始
まっている。「流域治水」という考え方で、水田や森林、ため池などさまざまな場所で雨水を受け
止めて、被害を最小限に抑えることを目指す。広がりには住民の主体的な参加が欠かせない。

「流域治水」どう取り組む 徳島大の武藤裕則教授に聞く
堤防の強化や河床の掘削などの河川整備を進めつつ、流域全体のさまざまな場所で雨水をためる

などして水害を防ぐ「流域治水」。私たち住民はどんな取り組みができるのだろうか。徳島大の武
藤裕則教授(河川工学)に聞いた。

―今回、田んぼダムを取材しました。水田はそれ自体に雨水をためる機能がありますよね。
水田は水をためる構造をしています。海陽町の海部川河口の地域で研究したことがあります。低

い場所に水田が広がり、それが洪水や内水氾濫による被害を一定程度防いでいることが分かりまし
た。宅地開発や耕作放棄が進めば、水をためる機能が低下します。昔の人は利にかなった土地利用
をしており、それを生かす形でこれからの街づくりも進めてほしいと思います。田んぼダムはもう
一歩進んだ取り組みと言えます。

出典：2022年9月1日徳島新聞(一部抜粋)



河川グループ（武藤）の代表的研究テーマ

研究テーマ紹介② 伝統的工法を使った河道の修復と維持による洪水防御

聖牛(ひじりうし)を使った砂州や局所洗堀の制御

河床の二極化

水制工
聖牛(ひじりうし)

徳島県南部を流れる一級河川・那賀川
では砂州と低水路の極端化が進行してい
ます。これを河道の二極化と言います。

河岸近くで洗堀が進むと、堤防が不安
定になり破堤等の原因になります。また
砂州が高くなり固定化は樹林化の進行に
繋がり洪水氾濫の原因になります。

環境的にも二極化は浅瀬の減少に繋が
りますから、アユ等の魚類の産卵場が失
われ、地域産業の衰退にも繋がります。

防災だけでなく、河川環境や地域産業
を保全するためにも、このような河床の
二極化の進行は防がなければなりません。

そこで実験水路に伝統的工法「聖牛」
を効果的に設置して、砂州や局所洗堀の
制御を試みる研究を行っています。

洗堀

高水敷

堤防

樹林化

浅瀬減少



水文グループ（田村）の代表的研究テーマ

研究テーマ紹介③ 国土の70％を占める森林を活用した洪水低減方法の提案！

「森林の洪水低減機能」を早期向上させる森づくり

全国で進行している「流域治水プロジェクト」において、田んぼダムと並んで注目されている森
林の洪水低減機能（いわゆる“緑のダム”）の研究です。

森林土壌の貯水作用に加え、枝葉の遮断蒸発作用と地表面の流下阻害作用にも注目して、それら
を択伐による針広混交林化で短期間に向上させて洪水流量の低減を試みるチャレンジングな研究で、
持続的な防災と産業を両立させるSDGｓに適う“新しい森林整備手法”を提示するものです。

地元徳島で活躍する先進的林業経営者の協力を得た現地観測と、独自開発したシミュレーション
プログラムを使った流出解析によって、他の大学等にはない研究を進めています。

森林の雨水流出過程 現地観測(雨量・流量測定)
「森林整備による洪水低減」を行う
流域治水プロジェクトの割合：86%



NHK 連続テレビ小説「おかえりモネ」第17週(第82回)『わたしたちに出来ること』2021年9月7日(火)

「おかえりモネ」で研究成果がシナリオに使われました

野坂「樹木の枝や葉は、雨の一部を蒸発させて洪水ピーク
を遅らせるというデータも出ています」「洪水氾濫を防ぐ植樹プロジェクト」

新規事業審査会最終選考シーン

番組に提供した研究成果資料

徳島県橋本林地



日本テレビ系「所さんの目がテン」＃1665『はじめてのチェーンソー＆林業家に弟子入り』2023年3月5日(日)

「所さんの目がテン」で紹介されました

1)『私たちの命と暮らしを守る「緑のダム」そのメリット・デメリットを考えてみよう，
WAOサイエンスパーク，ワオ・コーポレーション，2014/06/24

2)『森林の洪水低減機能の効果とその限界』，防災カフェ，FM徳島，2021/05/14
3)『連続テレビ小説「おかえりモネ」第17週「わたしたちに出来ること」(第82回)』，NHK，2021/09/07
4)『豪雨や台風による水害は増えたのか?水文学の専門家に聞く治水技術 田村隆雄准教授インタビュー』，

Yahoo!JAPAN SDGs，Yahoo!JAPAN，2022/11/18
5)『#1665 はじめてのチェーンソー&林業家に弟子入り』，所さんの目がテン，日本テレビ，2023/03/05

◆森林の洪水低減機能の研究に関する報道等の実績



水文グループ（田村）の代表的研究テーマ

研究テーマ紹介④ ハザードマップと避難を繋ぐツールづくり

安全で迅速な避難を実現する「避難支援マップ」の作成

民官学協働による住民目線の
「避難支援マップ」の作成

ハザードマップではカバーしきれない防災・避
難情報を地域特性や住民の要望を活かして効果的
にまとめる防災マップの製作と活用の研究です。

皆さんのアイデアや取り組みが形となり、地域
の防災活動に直ぐに活かされます。研究では地域
住民や徳島市職員と協働作業を行います。様々な
年齢層や職種の人とのコミュニケーション能力を
高めることができます。



今までに徳島市23地区の避難支援マップが完成

地域で活用される避難支援マップの例

避難支援マップ 第１号 津田・新浜地区 常三島キャンパスがある渭北地区のマップ

小学生向けに作成した川内地区のマップ

1) 『徳島市津田地区 避難支援マップを作成中』，徳島新聞ニュース，四国放送，2011/09/24
2) 『津田・新浜地区 津波避難のマップが完成』，徳島新聞ニュース，四国放送，2012/02/18
3) 『津波避難マップの看板』，NHKニュース，NHK，2012/02/18
4) 『津波避難マップ完成』，徳島新聞(34面)，2012/02/19
5) 『津波避難マップ看板に』，毎日新聞(徳島，25面），2012/02/19
6) 『みんなどうしているの？ 巨大地震への備え』，阿波スペシャル，NHK徳島，2013/09/27
7) 『住民・大学が協力 避難支援マップが完成』，NHKニュースおはよう日本（四国のニュース枠），NHK，2014/03/02
8) 『高速道の脇に津波避難場所』，とく6徳島，NHK，2015/03/10
9）『津波時の避難法を学ぶー徳島大 住民ら100人研修会-』，毎日新聞，2016/05/22
10)『NHKニュース とく6徳島 津波避難場所の現状と確保』，NHKニュースとく６徳島，NHK，2019/06/27
11)『避難地図の作り方を学ぶ(徳島市市民防災研修会6月30日)』，読売新聞，2019/07/01
12)『ハザードマップと避難を繋ぐ避難支援マップの作成と活用』，防災カフェ，FM徳島，2021/11/12
13)『南井上地区 避難支援マップ制作』，情報まるしぇ・みるでるで，国府町CATV，2022/10/28
14)『パパママ子どもが徳島を守る南海トラフ巨大地震(徳島地域)』，あわとく，NHK，2023/03/10
15)『2023年兵庫県公立高校入学試験問題（社会科）問題(5)』，兵庫県，2023/03/10
16)『NHK地域局発 あわとく「パパ ママ 子どもが徳島を守る」(全国放送)』，NHK，2023/04/25

◆避難支援マップに関する報道等の実績

2023年兵庫県公立高校入試問題に
採用された避難支援マップ
（内町地区地震・避難支援マップ）

徳島市HPから
ダウンロード
できます



水文グループ（田村）の代表的研究テーマ

研究テーマ紹介⑤ エコロジーでエコノミーな快適生活空間づくり

SDGｓに適う「グリーンカーテン」の活用と評価

風向・風速計

温湿度計よしず
雨量計

日射計

ミニ・ハウスＡ
（ゴーヤ・カーテン）

ゴーヤー

ミニ・ハウスＢ
（コントロール）

7/31     8/1       8/2     8/3      8/4       8/5

2008年

40

20

30

気
温

(℃
)

グリーンカーテンは，植物の蒸散作用を活用したもので，ゴーヤーやパッションフルーツなど蔓
性の植物を使用した天然のクーラーです．室内温度の上昇を抑える効果があります．

一般的な調査研究ではカーテン内側の温度低下の確認に留まります．本研究室では，ミニハウス
を使った実証実験や，庁舎・郵便局舎の計測等から，電気使用量を最大30％減らす効果がある一
方で多量の水資源を消費すること等を確認しています．SDGｓに沿った水資源に負担をかけない
活用方法や総合的な費用対効果の評価が今後の課題です．



地元広報誌，新聞一面コラム，雑誌

注目・活用される研究成果(その１)

四国新聞2011年5月20日
コラム「一日一言」(一面)

広報とくしま2009年4月15日
トップページ

NHK趣味の園芸
緑のカーテンの育て方
2014年



テレビ，海外メディア

注目・活用される研究成果(その２)

「The National」特集記事
（アラブ首長国連邦 有力新聞紙)

2017年2月27日

「所さんの目がテン」
＃1134“夏を涼しく㊙エコ作戦” 2012年6月9日

1) 省エネ効果を数値化へゴーヤーを使った「緑のカーテン」，徳島新聞， 2007.05.29.
2) 「緑のカーテン」２年目の夏，朝日新聞(徳島版)， 2007.05.31.
3) 「自然の力で涼しい夏を」，おはようとくしま，四国放送， 2007.08.07.
4) ゴーヤーで緑のカーテン，産経新聞(徳島版)， 2007.08.29.
5) 2年目も生育順調 上板町役場のゴーヤーカーテン，徳島新聞， 2007.08.30.
6) 上板グリーンタウンミーティング，かみいたテレビ， 2007.09.01.
7) 上板町の庁舎窓際ゴーヤー栽培実験，読売新聞(徳島版)， 2007.09.02.
8) 上板町役場緑の日よけ効果，徳島新聞， 2007.09.02.
9) 「天然クーラー」証明，朝日新聞(徳島版)， 2007.09.03.
10) 「緑のカーテンをつくろう」，530フォーカス徳島，四国放送， 2008.06.18.
11) 「ぴーぷる」，徳島新聞， 2008.08.09.
12) 環境異変第5部・うだる列島，乾く川，地方紙・共同通信企画，徳島新聞等， 2008.08.13.
13) 徳島のニュース，ＮＨＫ総合， 2008.09.16.
14) ふるさとラジオ「列島リレーニュース」，NＨＫラジオ第一， 2008.09.16.
15) 徳島県上板町「ゴーヤで創る環境のまち」（平成19年度地域づくり総務大臣表彰 31団体の活動） (財)地域活性化センター・制作ビデオ
16) ゴーヤーで冷却省エネ効果報告，朝日新聞， 2008.09.23.
17) 屋内気温1.8度低下，徳島新聞， 2008.09.28.
18) 緑のカーテン，琉球新報， 2008.09.17.
19) エコアクション21 広報DVD（ミニハウス画像），あいおい損害保険株式会社， 2009.07.
20) 緑のカーテンモデル事業「緑のカーテンの効果」，徳島市ホームページ， 2010.01.06.
21) 緑のカーテン増殖中，朝日新聞(愛媛版)， 2010.08.12.
22) 緑のカーテンモデル事業「緑のカーテンの効果」 徳島市ホームページ， 2011.02.15.
23) 一面コラム『一日一言』・緑のカーテン，四国新聞，1面(総合)， 2011.05.20
24) 『スッキリ！！』，日本テレビ， 2011.06.23，（資料提供）
25) 緑のカーテン 効果学べ 韓国から視察団，徳島新聞，19面(地域)， 2011.09.01
26） あすたむゴーヤー緑のカーテン『親子ふれあい学習』チラシ，あすたむらんど徳島， 2012． （写真提供）
27) 所さんの目がテン(#1134) ～夏を涼しく(秘)エコ作戦～，日本テレビ， 2012.06.09，（実験協力，資料提供，コメント）
28) 緑のカーテンの仕組みとその効果，住まいとでんき，2013年5月号（Vol.25, No.5），pp.13-16，日本工業出版．
29) ゴーヤーでみどりのカーテンをつくろう，パンフレット，大洲環境とエネルギー研究会， 2013. （資料提供）
30) 平成26年度適性検査（資料14，資料15），千葉県立千葉中学校， 2013. （資料提供）
31) データで見る緑のカーテン，NHK趣味の園芸「これでわかる！緑のカーテンの育て方」，p.63，NHK出版， 2014.04.21 （資料提供)
32) 「宮川大介・花子のハテはてな？」，”まだ間に合う！グリーンカーテンの作り方って？，山陰放送， 2014.05.25，（資料提供）

◆グリーンカーテンに関する報道等の実績



詳しくは研究室訪問で

他にもあります

河川・水文研究室の研究テーマ(最近の卒論・修論・博論)

河道の流れと河床変動に関する研究
河川砂州のダイナミズム復元
枠・牛類等による局所洗堀特性
置き土による河床変動の数値計算

グリーンインフラ(ＧＩ)による洪水軽減に関する研究
GIによる洪水減災の経済的優位性評価
田んぼダムによる貯留効果の検証

堤防の耐越水性能向上に関する研究
繰り返し越水を受ける堤防の補強策の開発

建築物の耐水安定性に関する研究
床下構造が建物の流出特性に与える影響
建築物の洪水氾濫時被害モード

河川整備計画のあり方に関する研究
河川整備における純便益評価法の日米欧比較

住民の水害意識に関する研究
藍住町民の水害意識調査

河川グループ

水文グループ

森林の洪水低減機能に関する研究
流域治水のための森林整備適地評価
流域規模の遮断蒸発量推定モデル構築のための模型実験
自伐型林業と森林の洪水低減機能

避難支援マップの作成に関する研究
徳島市国府・南井上地区の内水災害評価
３D都市モデルを使った避難支援マップワークショップ

グリーン・カーテンに関する研究
涼しさと癒しを生み出すグリーンカーテンの総合評価

地球温暖化と地域産業に関する研究
降水量の変化が日本酒・焼酎の造りに与える影響



Hydraulic&Hydroloy Lab.
since 1970

河川・水文研究室

教職員
武藤 裕則 教授(河川工学)

田村 隆雄 准教授(水文学)

学生
大学院博士課程 １名(建設コンサルタント勤務の社会人)

大学院修士課程 ５名(バングラディシュからの留学生1名含む)

学部４年生 ７名(マレーシアからの留学生1名含む)

★2019年度、2020年度、大学院中間発表で「研究奨励賞」を受賞
★2020年度修士論文公聴会で「優秀発表者賞」を受賞

実験室・フィールド
水理実験室，河川実験観測室
森林小流域（徳島県那賀町，牟岐町，鳥取県智頭町等）

⑦ 研究室の構成



Hydraulic&Hydroloy Lab.
since 1970

河川・水文研究室

月 研究室の主要行事

4月 研究テーマの紹介，ゼミ開始(~8月上旬)，4年生歓迎会

5月 土木学会四国支部技術研究発表会＠高知

6月 地震津波避難支援マップづくり(東富田地区 ～10月)

7月

8月 ３年生歓迎会

9月
国際水理学会(IAHR，パナマ)
講座旅行「仁淀川」

10月
全体ゼミ開始(~12月)
地震津波避難支援マップづくり(加茂名地区 ～2月）

11月 関西大・香川大・徳島大水工学系研究室合同ゼミ＠淡路

12月 卒業研究中間発表会，忘年会

1月 OBの研究室訪問，就職活動アドバイス

2月
卒業研究発表会，卒論再提出
卒論お疲れ昼食会

IAHR研究発表(パナマ)

三大学合同ゼミ(淡路島)

講座旅行(仁淀川)

⑧ 研究室の年間行事(コロナ前の2019年の例)



Hydraulic&Hydroloy Lab.
since 1970

河川・水文研究室

〇大学院進学(進学希望者大歓迎)
〇就職

・官公庁
国土交通省，徳島県，岡山県，東京都，神戸市，岡山市，岩田市など

・コンサルタント
建設技術研究所，四国建設コンサルタント，ニタコンサルタント，
フジタ建設コンサルタント，中電技術コンサルタント，復建調査設計，
綜合技術コンサルタント，アスコ大東，西谷技術コンサルタント，
北日本港湾コンサルタント，ジェイアール東海コンサルタンツ，
東京設計事務所など

・ゼネコン，建築会社等
清水建設，大成建設，戸田建設，香山組，村上組，蜂谷工業，レールテック，
NIPPO，JFEエンジニアリング，四電工，前田道路，JR四国，はなおか，
CONY JAPANなど

⑨ 最近10年間の主な進路



Hydraulic&Hydroloy Lab.
since 1970

河川・水文研究室

研究室訪問ができる日時は研究室入口の
ホワイトボードに掲示します．
友達を誘って是非来てください！！
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